
六
月
二
十
四
日
、
こ
の
年
の
三
月
十
日
に
生
ま
れ
た
善
穂
が

死
ん
だ
。
生
ま
れ
て
三
か
月
の
短
い
命
で
あ
っ
た
。

六
月
二
十
六
日
、
部
隊
は
パ
ク
ダ
ン
を
出
発
し
、
マ
ゴ
ッ
ク

に
向
か
っ
た
。
十
二
キ
ロ
の
道
の
り
で
あ
る
が
私
達
は
山
の
中

腹
に
作
ら
れ
た
細
い
小
さ
な
道
を
歩
く
。
片
側
は
谷
に
な
っ
て

お
り
、
無
言
で
歩
い
た
。

七
月
四
日
、
私
は
近
況
報
告
の
た
め
、
貨
物
■
本
部
を
訪
ね

た
。こ

こ
ま
で
戻
っ
た
の
に
双
子
の
生
き
残
り
の
良
穂
が
、
又
死

亡
し
て
し
ま
っ
た
。
子
の
二
重
の
死
に
あ
っ
て
の
悲
劇
は
悔
や

ま
れ
て
涙
も
乾
い
た
感
じ
で
あ
る
。

八
月
十
五
日
、
終
戦
、
こ
の
日
を
境
に
あ
れ
ほ
ど
熾
烈
を
き

わ
め
た
砲
撃
は
ぴ
た
り
と
や
み
、
そ
れ
か
ら
約
一
か
月
後
の
九

月
下
旬
、
家
族
を
山
に
残
し
た
ま
ま
軍
と
共
に
下
山
し
、
キ
ャ

ン
ガ
ン
の
米
軍
に
投
降
武
装
解
除
を
う
け
、
満
一
年
後
の
昭
和

二
十
一
年
九
月
、
引
揚
船
で
名
古
屋
に
上
陸
、
帰
郷
し
た
。

海
南
島
の
思
い
出
　 

兵
庫
県
　
坂
東
貞
市
　 

海
南
島
三
亜
・
海
軍
特
務
部
・
私
は
（
開
拓
訓
練
所
・
南
方

開
拓
農
業
研
究
で
、

）
昭
和
十
七
年
五
月
よ
り
昭
和
十
八
年
五

月
ま
で
、
訓
練
を
受
け
、
第
一
次
開
拓
民
と
し
て
三
亜
飛
行
場

近
く
の
開
拓
村
六
郷
村
に
入
植
し
た
。

当
初
は
約
二
百
人
の
予
定
地
で
、
銃
を
持
っ
て
夜
間
は
入
植

者
が
交
代
で
、
村
及
び
附
近
の
警
備
治
安
に
勤
め
、
昼
は
新
鮮

な
野
菜
、
果
物
、
稲
作
等
の
作
づ
け
を
行
い
、
日
夜
努
力
し
ま

し
た
。

現
地
人
の
小
作
農
家
二
家
族
が
割
り
あ
て
ら
れ
、

入
植
当
初
、

熱
帯
性
の
悪
性
マ
ラ
リ
ア
や
赤
痢
な
ど
が
発
生
し
、
病
気
の
た

め
に
老
人
や
幼
い
子
供
達
が
次
々
と
死
ん
で
ゆ
き
、
私
も
そ
の

病
気
に
か
か
っ
た
一
人
で
し
た
が
、
海
軍
病
院
に
入
院
、
奇
跡

的
に
も
一
命
を
取
り
と
め
ま
し
た
。

昭
和
十
九
年
の
六
月
頃
か
ら
次
第
に
戦
雲
が
あ
や
し
く
な
っ



て
、
あ
る
夜
、
急
に
海
南
島
に
敵
軍
が
上
陸
す
る
お
そ
れ
が
あ

る
と
の
連
絡
が
あ
り
、
直
ち
に
奥
地
に
逃
げ
る
よ
う
通
達
が
あ

っ
た
。
夜
通
し
そ
の
準
備
を
し
た
が
、
幸
い
に
も
上
陸
地
点
が

変
更
に
な
っ
た
と
の
急
伝
達
が
あ
っ
て
一
安
心
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
二
十
年
一
月
、
現
地
召
集
を
受
け
て
、
陸
軍

上
等
兵
と
し
て
戦
い
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
り
、
陵
水
と
い
う

地
点
に
集
結
し
ま
し
た
。
現
地
で
は
竹
槍
を
持
っ
て
海
口
に
向

か
っ
て
毎
日
の
行
軍
で
し
た
。
海
口
か
ら
は
木
造
船
で
雷
州
半

島
に
上
陸
、
途
中
海
上
で
激
し
い
銃
撃
を
受
け
た
が
危
う
く
難

を
逃
れ
ま
し
た
。
竹
槍
隊
は
更
に
砂
糖
キ
ビ
畑
の
多
い
雷
州
半

島
を
毎
日
毎
日
行
軍
を
続
け
て
や
っ
と
、
麻
昌
に
到
達
。
そ
こ

で
し
ば
ら
く
警
備
の
任
務
に
つ
い
て
い
た
が
、
生
産
業
務
に
関

係
あ
る
者
は
現
地
召
集
地
に
帰
れ
、
と
の
命
令
を
受
け
て
、
海

南
島
に
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
途
中
わ
が
家
の
耕
作
地
が

あ
り
、
そ
こ
で
、
年
老
い
た
母
が
里
イ
モ
の
収
穫
を
し
て
い
ま

し
た
。

そ
の
後
数
日
し
て
、
再
度
現
地
召
集
を
受
け
て
、
海
軍
三
亜

に
入
隊
、
警
備
任
務
に
つ
き
ま
し
た
。
終
戦
後
、
開
拓
村
六
郷

村
は
海
南
島
居
留
民
の
集
結
地
に
な
り
、
わ
が
家
で
も
六
家
族

の
方
々
と
集
団
生
活
を
始
め
る
あ
り
さ
ま
で
、
い
つ
帰
国
で
き

る
か
わ
か
ら
な
い
。
不
安
を
抱
え
な
が
ら
、
集
結
地
の
日
本
人

会
か
ら
若
干
の
物
資
の
配
給
を
受
け
、
お
た
が
い
に
激
励
し
な

が
ら
自
家
菜
園
作
り
を
し
ま
し
た
。
季
節
に
恵
ま
れ
、
乾
燥
期

な
の
で
、
朝
夕
の
散
水
で
良
質
の
野
菜
が
次
々
と
収
穫
で
き
ま

し
た
。
約
半
年
、
集
団
で
の
生
活
が
過
ぎ
て
、
昭
和
二
十
一
年

三
月
、
帰
国
乗
船
命
令
が
発
令
さ
れ
ま
し
た
。
集
結
地
は
熱
帯

地
の
こ
と
と
て
衛
生
状
態
も
悪
く
、

病
気
に
か
か
る
者
も
多
く
、

不
安
が
強
ま
る
日
々
で
し
た
。

海
南
島
は
三
月
と
い
え
ど
も
炎
熱
焼
く
が
如
き
直
射
を
全
身

に
受
け
、
徒
歩
で
、
背
負
袋
一
つ
で
楡
林
港
よ
り
引
揚
船
に
乗

船
し
、
昭
和
二
十
一
年
三
月
二
十
三
日
大
竹
港
に
上
陸
、
船
中

で
病
死
し
た
者
も
い
ま
し
た
。

引
揚
げ
後
、
農
業
開
拓
地
さ
が
し
は
容
易
で
は
な
く
、
同
志

数
人
は
生
活
の
見
通
し
に
不
安
を
感
じ
て
離
散
す
る
状
態
で
し

た
。
昭
和
二
十
六
年
八
月
よ
り
、
大
塚
鉄
工
所
に
就
職
、
保
安

要
員
と
し
て
勤
務
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
の
定
年
後
も
数
年
、

保
安
勤
務
、
補
欠
要
員
と
し
て
つ
と
め
て
い
た
が
、
昭
和
五
十

五
年
脳
内
手
術
を
受
け
て
約
二
年
間
加
養
。
そ
の
後
は
腰
痛
病



を
起
こ
し
重
い
脱
腸
病
を
併
発
し
（
平
成
二
年
九
月
二
十
日
手

術
完
了
）
次
々
と
体
調
を
く
ず
し
現
在
も
保
養
中
。

南
方
居
住
の
動
機
　 

埼
玉
県
　
小
澤
頼
助
　 

私
の
部
隊
は
、
大
東
亜
戦
争
勃
発
後
、
南
方
へ
の
転
進
命
令

に
接
し
、
満
州
を
後
に
、
昭
和
十
七
年
九
月
二
十
七
日
、
途
中

佛
印
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
、
ス
マ
ト
ラ
島
パ
レ
ン
バ
ン
に

進
駐
い
た
し
ま
し
た
。

私
達
の
部
隊
の
中
か
ら
九
人
が
満
期
除
隊
す
る
こ
と
に
な

り
、
そ
の
中
か
ら
四
人
が
、
現
地
除
隊
を
し
て
、
国
家
の
た
め

に
微
力
を
つ
く
し
た
い
と
言
わ
れ
た
の
で
、
さ
す
が
飛
行
団
司

令
部
の
人
達
で
あ
る
と
の
誇
り
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
数

日
し
て
、
燃
料
■
、
お
よ
び
南
方
航
空
会
社
、
そ
の
他
へ
就
職

が
き
ま
り
、
月
給
が
二
百
円
と
決
ま
り
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
安

い
の
で
、
内
地
へ
帰
っ
て
就
職
し
た
ら
三
百
円
も
ら
え
る
。
し

か
も
中
島
飛
行
機
製
作
所
へ
行
け
ば
、
班
長
に
な
れ
る
か
ら
と
。

他
の
戦
友
達
は
話
し
て
い
た
。
私
は
そ
の
言
葉
を
聞
き
、
生
来

一
本
気
質
だ
け
に
、
胸
の
中
で
、「
な
ん
と
情
な
い
奴
ら
だ
、

金
の
こ
と
な
ど
言
う
な
ん
て
、
お
前
達
は
内
地
に
帰
れ
」
と
。

一
週
間
前
に
、
大
洋
丸
一
万
ト
ン
級
の
船
が
、
南
方
各
方
面
で

必
要
な
人
材
（
技
術
者
）
を
満
載
し
て
内
地
か
ら
南
方
に
向
う

途
中
、

台
湾
沖
で
連
合
国
の
魚
雷
で
撃
破
さ
れ
た
と
の
こ
と
で
、

南
方
で
は
私
達
を
初
め
、
技
術
者
は
一
人
で
も
多
く
欲
し
い
と

こ
ろ
で
す
。

私
は
パ
レ
ン
バ
ン
州
政
府
に
履
歴
書
を
提
出
し
て
、
総
務
課

長
木
元
さ
ん
の
面
接
を
受
け
、
採
用
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
八
年
一
月
二
十
日
、
パ
レ
ン
バ
ン
州
政
府
へ
奉
職
い

た
し
ま
し
た
私
は
、
気
持
を
切
り
か
え
、
戦
争
は
兵
隊
さ
ん
で
、

現
地
行
政
は
私
達
軍
政
要
員
の
つ
と
め
で
あ
る
と
の
誇
り
と
信

念
を
も
っ
て
微
力
を
つ
く
し
、
青
春
時
代
の
七
年
間
を
国
策
の

遂
行
に
あ
た
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
。
一
筋
に
祖
国
日
本
の
繁
栄

と
国
家
の
安
泰
と
大
東
亜
諸
民
族
を
目
ざ
め
さ
せ
、
立
派
に
栄

え
る
た
め
に
つ
と
め
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
祖
国
の
武
運
、

利
あ
ら
ず
、
敗
戦
と
い
う
冷
酷
な
事
態
と
な
り
、
想
像
で
き
な

い
よ
う
な
憂
き
目
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
私
は
、
今
日




